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公
肉
講
演
会
講
演
要
旨

搭
和
ニ
五
年
-
-
月
一

λ

白
ハ
止
が
曜
夜
》
午
後
一
時
辛
か
ら

前
し
い
学
生
ポ

.l
ル
ロ
持
て
第
二
百
u
以
前
講
演
会
ま
甫
橋
レ
声

秋
需
の
降
る
翼
、

U
E
で
め
っ
た
じ
る
胸
、
り
"
す
拝
掌
の
士
ニ

o
o

A

官
B
O

が
会
中
無
し
噌
教
荷
ゑ
也
の
潔
い
日
物
所
究
の
一
端
を
品
供
川
叫
に

得
薦
、
経
つ
持
の
ほ
キ
倹
六
詩
靖
で
あ
づ
だ
が
、
申
屈
す
る
看

も
母
く

-a鯨
そ
の
も
府
〉
寄
じ
ば
打
仮
ヘ
此
た
e

先
ヅ
車
照
時
庁
舎
畏

ゲ
う
商
会
の
挨
楼
が
あ
っ
だ
@

-
終
盤
綾
去
が
菌
民
ほ
謹
務
的
窮
乏
と
共
に
精
油
押
約
に
も
空
車

に
な
っ
戸

1

・
必
が
ド
イ
ツ
じ
匂
掌
レ
て

U

た
の
ぽ

γ
凄
第
占
沢

世
界
犬
載
の
華
.
検
て
あ
っ
戸
、
。
マ
ル
グ
ぱ
一
兆
か
の
一
に
も
京

事
じ
た
時
で
あ
勺
た
e

払
ば
思
f
l
リ
ン
タ
材
の
図
書
億
に
遥
つ

マ
い
宍
が
、
ド
イ
ツ
，の
青
年
選
多
数
が
.
ド
イ
ツ
浅
の
勉
捜
を
レ

マ
け
た
，
却
刊
何

r
t
&叩
霊
口
請
ぢ
て
・
象
し
そ
テ
口
、
、

ド
イ
ツ
民
族
A
W

嘩
去
の

f
突
の
み
が
綾
羊
め
事
レ
み
で
あ
っ
た

の

f:

(/) 

私
作
ヘ
京
・
4
1
ド
イ
ツ
の
倒
を
ひ
く
ま
で
も
怠
怖
く
終
戦
殺
の
現
私

の
中
で
も
・
百
本
氏
殺
の
歩
ん
で
.当

事
え
過
去
を
正
し
く
認
識
レ

副
科
学
す
る
辛
口
被
リ
往
け
乗
し
さ
主
成
ず
る
・
法
政
大
学
史
浅

l

A
苛
主
催
第
二
百
公
南
講
調
会
ま
砲
催
致
レ
だ
加
庁
、
か
{
も
多
数

の
情
問
診
干
の
諸
患
が
結
集
、
っ
さ
ど
を
符
だ
さ
と
は
嘆
に
う

.
M

恥
し
く

有
権
〈
恵
、
三
丞
々
:
;
、

:
L

vι

・
犬
止
件
以
主
の
よ
-
?
母
意
味
の
御
検
場
て
あ
っ
J
F・・

京

て
幕

末

ゑ

北

の

武

人

政

沼

吉

之

、

数

殺

句

中
退
付
志
に
お
け
護
持
柑
患
の
慶

尚
一
え
し
財
忠
鏑
殺
竣

.掻
洋
中
世
に
お
け
る
僧
慢
の
笈
洛
と
そ
の
荒
川
札
洛
動

v

作
、
内
垂
護
教
捜

A
W

渇
で
議
官
現
芝
れ
た
.
鞍
掛
械
の
竹
内
教
殺
の
議
潰
は
、
噴
砂
写
品
川

神
笥
慢
の
幻
婚
ま
嵐
官
湾
、
ブ

4
ル
ム
い
い
よ
っ
て
岳
浮
申
せ
の
僧

院
の
生
浩
を
震
る
ご
と
が
で
を
た
、
講
賓
の
導
管
ぽ
突
の
4a
リ

で
あ
っ
た
・

罵
藤

場
末
五
代
の
武
人
広
治

-
国
・
森
」
p
d

・
主

車
京
五
代
山
中
理
由
次
よ
晶
期
的
品
持
必
円
で
あ
る
が
‘
政
申
用
安

め
ど
い
小
川
守
克
れ
ぽ
、
式

λ
即
ち
諦
建
棋
の
政
洛
体
制
で
あ
づ

te-

-
節
蔑
母
体
制
は
麗
の
や

E

F

域
以
稜
各
地
ド
威
主
レ
、
恵
耕
の
隼
A
ヤ

体
制
刊
を
内
部
よ
り
・
窃
リ
刷
用
b
て
い
勺
て
、
遂
に
患
を
誠
可
レ
、

ゑ
、
状
に
歪
づ
て
会
富
釣
ド
ト
譲
主
レ
だ
が
、
ザ
が
て
ご
れ
は
京
め

成
立
と
時
代
仁
解
体
さ
ぜ
わ
札
て
・
官
婚
に
よ
る
政
潟
体
制
が
で

き
主
・っ
た
a

総
レ
宋
の
官
捺
政
洛
も
4
厳
戒
五
点
川
の
衝
梗
概
体
制

の
宇
か
h
d
究
官
燥
し
だ
も
の
で
あ
づ
た
。
昨
ぢ
節
理
使
体
制
は
矢

官
ヒ
武
官
よ
り
溝
、
戒
さ
れ
、
初
論
説
宮
が
室

A
J
1
ゐ
札
て
い
た

が
、
平
〈
官
毛
そ
の
尊
僑

Y
E
フ
て
‘

d

臥
甜
州
、
時
州
裁
等
を
苛
り

・7

軍
機
に
込
本
組
問
し
て
崎
蔀
療
枝
容
・
弁
の
靖
長
い
い
草
来
志
商
遣
を
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.も
っ
て
い
.た
。
成
づ
て
そ
の
暗
産
棟
以
拍
手
ヘ
司
令
に
忘
る
と
‘
か
れ

ら
は
宰
掴

V
財
政

ρ
摂
菅
と
な
っ
た
の
で
あ
る
‘
そ
ミ
で
宋
が

成
立
し
て
節
壊
喫
掠
制
附
和
解
依
芝
川
札
、
式
・
へ
が
押
え
み
・
拠
る
ど
‘

、
、
点
、
円
の
文
官
官

4

ぢ
菅
傑
凶
同
勢
力
主
得
て
き
て
‘
藍
に
官
喋
に

よ
る
政
治
持
制
が
で
き
上
っ
た
の
で
あ
る
。

中

せ

村

落

口

お

け

る

神

社

の

産

先

山

占

w
d

欄

(
守
中
世
村
落
』

vι

棋
即
決
し
だ
が
、
安
愈
席
上
仁
お
い
て
は
沖
祉

の
産
部
ち
客
運
に
ウ
リ
-
て
は
祈
め
て
の
人
々
も
多
か
る
べ
さ
を

棒
づ
ザ
パ
ー
戸
被
宮
涯
の

f
賓
の
あ
、
り
ま
し
を
選
べ
た
?
V

'
嘗
庄
は
厳
格
約
に
申
す
と
「
そ
の
沖
社
の
袋
僑
及
ぴ
鮭
嘗
に

高

L
‘

、棺
の
官
袋
、
武
子
に
比
品
m
b
て
特
別
扱
叙
掛
川
乏
有
す
る

武
子
め
栢
ム
ザ
ヒ
官
ふ
ぺ
を
も
の
で
、
そ
の
刷
、
み
与
組
鍛
は
大
体

に
お
け
て
京
北
時
方
の
山
礼
返
し
を
除
J
¥

ど
在
週
釣
に
寛
、
η
比
毛
事

繰
っ
て
民
俗
境
象
と
し
て
は
後
峨
樟
々
啓
雄
官
加
が
麗
み
れ
・
そ

の
各
都
の
如
君
主
多
様
で
あ
る
・
宮
涯
の
疋
源
は
愁
ち
ぐ
守
一

庇
姫
究
神
ヒ
窓
会
芝
似
る
氏
神
め
白
地
岬
械
的
統
帯
鞭
念
が
う
ム
手
札

た
頃
‘
場
、

ω
祐
b

k
務
画
。
川
っ
し
め

A
と
す
る
脅
か
ら
j

忽
札
た

も
の
で
、
大
枯
草
寺
持
、
代
の
組
制
期
頃
か
ら
場
ぽ
此
る
に
至
っ
た

の
で
あ
お
、
つ
@
宰
産
め
い
判
部
揖
一
造
料
鴇
知
的
伝
録
的
調
保
、
.
W
凡

、
島

町
市
忠
刷
、

L
L

報
的
関
係
、
年
齢
別
常
緑
樹
宵
係

d
一
一
~
一
一
方
面
か
、
り
か
折
レ
ザ
、
行
く

こ
と
が
山
由
求
る
・
之
氏
、
り
の
三
毒
素
が
申
世
以
呼
の
・
持
勢
の
衆

運
口
砕
づ
て
、
泣
A

昏
坂
象

νQFe
っ
て
理
由
れ
て
京
る
J

侍
教
#
・
暁

と
の
関
.am
も
探
く
去
っ
て
佐
川
靖
神
保
曹
ム
ザ
的
弱
在
日
成
す
。
ス
嘗

庄
が
合
1
k
m
k
Z
っ
て
村
落
の
椅
会
主
宙
く
す
る
の
が
普
通
で
あ

る
が
、
中
仁
は
野
田づ
て
産
品
行
め
者
ど
の
対
立
を
生
ム
ル
で
ふ
裂
を

骨内

J
?
必

m
Aザ
も
生
札
ま
旬
。
。
、
つ
し
た
事
前
皮
制
度
を
維
持
す
る
の
は

中
世
的
母
掛
か
格
、
W
綬
舎
が
国
松
本
と
な
舎
と
寿
へ
、
つ
hw
る
・
そ
此

け
竺
曳
に
経
滑
的
ぢ
普
及
づ
け
が
往
け
れ
ば
窃
わ
な
け
の
♂

w:
時
の

笹
避
の
穫
に
包
ら
メ
ドン
パ
ー
が
代
っ
て
了
小
ご
と
毛
提
さ
だ
が
，

都
慨
し
て
問
調
洛
維
新
の
硲
心
太
き
〈
棋
倒
壊
す
る
前
あ
ワ
た

d

動

放
的
仁
は
説
明
敏
蓮
と
患
宥
刊
新
濯
の
区
別
を
つ
け
か
ね
る
掛
川
あ

る
も
、
掛
相
君
を
心
て
は
庄
宙
ヒ
矢
須
円
必
林
が
主
で
、
品
。
ザ
す
な
ど

の
護
身
活
輸
相
も
行
つ
戸
、
ミ
・
ど
め
リ
?
住
替
の
皐
左
か
す
か
乍
ウ

A
'
g
h
h
極
へ
て
ゐ
る
a

普
ず
る
心
事
産
ぽ
・
司
水
蔑
材
社
血
管
A
り

内
部
を
採
る
重
要
志
健
の
一
っ
と
吉
小
べ
き
で
あ
る
。

活
洋
中
世
じ
お
け
る
僧
授
の

生

議

ピ

そ

の

大

北

浩

動骨

肉

'
孟
斗
権
内

1

宙
洋
中
ぜ
い
お
げ
る
』
司
リ
イ
ハ

hv
教
会
乞
左
右

b

y
ぞ
の
嚢
必

に
あ
っ
て
施
鋲

ι'、
る
成
介
在
持
っ
て
居
だ
司
の
ほ
修
道
噛
院
で
あ
っ

ムヘ
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修
虐
思
想
の
根
本
専
な
す
礎
徳
主
義
ぽ
聖
書
か

、?
生
れ
だ
る

の
で
ぽ

-G
え
唱
む

L
ろ
へ
レ
ニ
官
ハ
ム
文
也
留
に
寂
れ
込
え
だ
ヒ

シ

犬

i
殺
の
第
誓
主
多
ゐ
じ
、
つ
け
て
居
4
0
M
待
に
茸
へ
、
η
u
k

る
ゆ

そ
う
し
て
そ
の
起
源
は
工
ジ
デ
ト
、
ナ
イ
ル
釘
薮
城
地
帯
に
蒐

ら
礼
、
さ
れ
よ
り
京
方
い
ま
ま
っ
た
が

A

六
位
旬
、
。
へ
氷
ヂ
イ

7

ト
が
イ
タ
リ
ヤ
に
普
段

2
4凍
て
戎
母

E
作
っ
て
か
わ
そ
の
生
活

株
式
が
-
愛
し
・
芝
芝
n
M

徳
遁
前
佳
婚
は
・
溝
、
り
け
で
実
社
会
戸

来
け
関
係
主
・
持
っ
て
く
る
ゆ
ぞ
の
検

y
ル
ニ

l
泳
、
シ
守
山
、
ン

T
Y
叫
が
む
ビ
ベ
、
4
F

ヂ
イ
ウ
ト
4

臓
の
正
銃
後
鉱
理
体
が
咽
取
れ
る
が

す
べ
て
伝
通
事
紫
、
文
化
事
業
、
倒
へ
ば
璃
本
に
よ
る
ち
興
の

保
存
、
年
代
託
J
d
入
事
の
舗
纂

・
夜
間
の
マ
マ
清
教
育
な
ど
に
活

濯
す
る

ea

.

r

.一

，

棺
慢
の
内
都
ド
ぽ
百
廊
左
中
必
ど
し
て
‘
聖
哲
、
寝
室
、
食

堂
、
庫
、
理
A

叫
砂
場

‘
傾
向

、
教
室
‘
宙
害
倍
、
宮
崎
字
主
に
ゆ
ど
が

あ
リ
、
そ
の
配
置
ほ
え
・林
一
定
し
て
ゐ
る

a

間
百
戸
.は

自
給
自

足
の
為
の
岬
兇
、
葉
樹
菌

、
魚
進
、
佐
場

、
若
得
工
場
な
、

J

乙
が

敢
な
レ
、

F
Z
思
の
柑
w
t
・
捕
状
世
じ
は
そ
の
し
都
内
で
色合巾
a
m
uが
商

h
r

丸

frJ
ご
と
も
あ
る
・
コ
札
、
り
は
近
世
い
入
っ
て
概
ね
前
一
壊
し
、

-文
社
会
前
磐
方
も
λ

修
会
靖
九
玄
つ
マ
し
ま
4

v

に
け
汎
ど
も

‘
文

代
諮
骨
折
の
組
合
急
ど
し
て
の
中
世
噌
措
院
の
地
位
は
ー穆
め
て
大
一
室

(.3， 1 

例

会

記

事

八
一
正
善
之
妨
峰
、
.
宅
時
状
思
想
を
超
越
ぜ
る
も
の
L
〉

昭
和
二
ゑ
気
・
礎
易
一
面
倒
A
官
官
二
五
写
ケ
O

宵
ニ
〈
百
平
街
ゑ
'
拷

半
ゲ
ケ
富
。
ヘ
品
不
思
の
者
蒲
宰
玄
賀
会
吾
東
大
患
替
較
検
辻
善

之
助
時
全
に
，b
叩
末
義
主
靖
iv
て
、
本
、
宇
内
叡
室
に
開
催
さ
制
作
車
八
。

先
ぃ
づ
会
長
ゲ

b
辻
博
士
の
重
厚
与
る
学
風
正
請
へ
て
錫
今
レ
、

次
い
ぞ
、博
士

ω
寸
持
ば
思
想
左
超
高
¢
る
之
の
L

と
薄
レ
て
約

一
爵
前
半
に
蚤
リ
、
探
還
な
る
宇
撮
左
減
極
ぜ
わ
米
が
ハ

d

物
講
演
の
内
容
母
、
日
本
中
世
武
士
四
株
い
そ
の
静
導
約
地

泣
に
あ
っ
た
平
清
晶
、
源
措
脚
新
等
、
戸
、
当
時
の
公
滞
気
惰
名
坤

官
等
の
阿
に
溢
札
て
ゐ
だ
沼
ま
の
悲
母
、
伝
笠
的
替
措
午
、
し婦

は
舵
る
2

U
ム
な
く
、
超
依
ヒ
し
て
所
信
に
遁
進
行
動
し
た
士
と

が
、
新
時
以
三
作
み
ド
与
っ
て
・
カ
が
あ
っ
，hy、
、
、
と
を
、
清
議
ゲ

神
木
動
4
Z

ド
鷺
か
ず
、
一
知
経
る
を
佐
島
に
沈
め
て
人
荘
戸
ポ

ヘ
だ
こ
L
ι
J
A
ζ

て
d
頑
輔
の
地
爾
眼
識
置
な
ピ
、
ぞ
の
他
多
く

の
史
実
芝
捧
げ
て
、
縦
綴
じ
枇
判
評
論
ぜ
、
り
此
、
又
伊
八
覚
寺
銃

椅
間
続
続
ド
a
枝
々
保
守
約
傾
向
ヒ
白
也
前
町
傾
闘
が
張
れ
て
け
た

ミ
ヒ
仁
注
意
左
越
匙
也
ら
れ
て
、
J
詳
細
仁
花
園
夜
、
民
誌
の
榊
記

事
左
詔
小
也

、り
札
、
厳
議
円
程
左
殺
か
れ
た

a

き
吊
尺
念
集
の
椋
境
学
生
羽
と

O
各
.



Hosei University Repository

('7. }， 

史
績
調
査
小
祭
壇
文
庫
)
報
告

ハ
水
曜
靖
先
義
〉
. 

• 

括
和
二
ゑ
年
一

J

月
二
三
日
.
ハ
ホ
曜

R
V
勤
労
.
戚
射
の
臼
に

第
二
西
宮
の
安
積
調
査
と
し
て
金
沢
文

p'に
仔
〈
ニ
ヒ
に
ま
つ

定
。
ヨ

g
ば
尉
土
曜
安
ヴ
マ
け
だ
が
識
か
く
て
見
掌
に
は
も
づ
て

ご
け
の
ロ
同
和
で
あ
っ
た
。
油
晦
#
会
畏
主
略
め
作
内
‘
骨
内
野
、
え

山
坂
，
枝
並
び
に
宰
生
三
ハ
語
、
そ
の
他
会
員
外
A
W

持
制
裁
加
が

二
名
お
っ
た
.

牛
前
私
持
率
品
川
駅
に
集
A
寸

沼

南

策

金

沢

女

種

較

で

京

事

駅
前
方
け
ば
プ
寸
蘇
刷
、
か
だ
が
宙
遭
を
裁
切
る
と
百
A
V
町
の
ほ

ご
リ

・っ
ぽ
い
棋
い
遭
に
怠
る
，
一

0

0

0

米

t
行
く
と
在
剖
に
，

鉱
各
寺
が
あ
る
。
山
内
ま
入
る
。
左
お
に
・
え
を
母
遣
が
悼
の
っ
て

紅
葉
レ
だ
樹
木
が
生
い
足
リ
直
樹
謹
右
前
で
あ
る
。
手
岳
が
A

控
室
‘

.

お
隣
り
に
釈
迦
堂
が
あ
る
.
仲
林
名
寄
.
，
は
全
英
文
車
と
同
じ
d

へ、

北
保
安
詳
が
?
の
別
証
内

ι創
患
し
だ
の
で
為
ゐ
が
、
理
抵
の

支
物
は
江
炉
J

由
院
に
武
法
4
4
M
恥
だ
も
の
で
あ
る

e

拡
レ
零
時
の
啄

い
注
意
に
よ
っ
て
此
の
必
静
な
場
片
仁
護
て
・
η
比
九
一
-A
凋

戸

最

も

氷

k
m
w
従
に
穣
ウ
て
い
な
い
の
で
水
笠
間
仁

d
H
m
借

衝

の

製

停

に
か
F

る
侍
具
が
沢
山
振
っ
て
い
各
官
・
令
堂
A

り
手
前
お
側
に

錘
棒
、
が
あ
る

a

会
夜
、
叫
警
の
♂
つ
寸
称
名
説
場
時
」
と
い
・
7

の
は

此
の
抽
砲
の
曹
.mM
等
主
撮
る
静
が
な
琉
の
芝
と

f
一
そ
う
だ
，

点
空

ρ
廷
の
一
す
小
高
い
丘
め
ぶ
‘
樹
木
に
歯
ま
此
だ
外
務

停
日
本
威
、
情
計
八
の
海
・
ゴ
シ
タ
け

i
ト
忘
遣
芹
議
併
帯
司
君

活
な
-
一
帯
護
て
の
建
物
が
あ
る
・
で
h
札

Jm
鋸
h
q
跨
川
れ
の
阜
移
籍
ザ

古

文
e引
等
主
識
し
て
い
る
晴
海
面
書
館
血
管
沢
支
量
感
℃
め
る
。
二

稽
の
会
議
室
で
体
憩
さ
せ
て
或
〈
@

熊
楠
館
長
ダ
末
、
り
れ
た
の
で
藤
持
会
長
が
綻
坊
さ
れ
更
。
鳴

け

て

集

廉

館

長

ゲ
η
全
訳
文
庫
足
が
紘
名
寄
の
省
末
、
前
績
を

氏
て
け
る
審
建
マ
古
文
蕃
‘
そ
札
、
り
の
‘
寅
学
ょ
の
毒
義
等
に
.
就

け
て
詑
柄
が
あ
っ
た
，

.

金
訳
文
革
崎
北
保
安
坪
が
建
造
元
年
〈

立
し
た
も
の
で
あ
多
，

-
ニ
セ
ゑ
竿
)
に
創

北
保
氏
蕗
京

北
保
件
玖
寸
乱
時
斗
L

泰
爵
i
恥
h
h

同a
ぺ

蜘

持

・

i

F
r

一

・

「

融

緩

・

4
'

成
東
-fv
れ桂月
l
恥
O
R

-

-

-
-
。

一

'

「
京
政
!
神
時

}

穴

F

た

T
申
定
時
イ
長
時
1
義

京

l
h〈
d
w
iキ
時

一

「

常

持

l
持
義

I
長
時

ナ
武
智
{
時
村
L
易
詩
人
野
時

「
突
事
ム
煙
車
藍
島

J

時
房
十
税
特
l
宝
時
1
R
宣

実
時
・

d
g
け
墳
が
ら
文
ま
両
謹
い
媛
此
‘
特
に
吋
左
試
問
似
の

骨
肉
遁
に
傾
け
て
屈
け
、
建
長
官
年
ハ

d

Z

妥
ニ
年
・ゾ
ド
h
惜

別

居

凧

骸

け
能
〈
需
省
以
と
三
者
に
事
詩
の
(
引
件
。
獄
に
挙
げ
み
れ
て
か
ら
暗

主
ヒ

b
て
靖
晶
m
洗
の
今
町
内
在
し
た
。
メ
曳
m
w
か
わ
多
く
の
度
税
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<.t> 

の
本
左
京
智
ぜ
た
リ
吟
わ
し
い
和
4

撲
の
本
左
書
写
し
た
リ
し
て

砂
市
に
寸
捨
左
借
入
で
勉
麗
し
件
、
武
持
を
あ
っ
た
・
寸
令
義
解
レ

の
ゑ
巻
仁
実
時
・

J

か
非
常
に
静
掌
の
人
て
ち
つ

F
~し
と
い
ふ
と
芝
、
が

書
い
て
あ
る
。
安
時
ぷ
不
実
恭
の
代
伸
?
の
片
山
…
部
伝
市
の
噴
ま
で
あ

フ
た
が
そ
の
産
肯
で
一
春
景
勝
の
土
地
で
あ
る
金
択
を
遅
入
時
、

此
終
に
別
荘
主
構
え
て
、
都
内
に
嬢
午
批
点
、
寺
院
左
建
て
六
。

そ
の
寺
院
が
今
h
m
.

称
E

省
令
で
鎮
卑
・
耗
は
担
ダ
A
?
今
の
寺
前
め
ハ

椿
社
で
あ
ろ
ヲ
ヒ
考
ヘ
カ

μ
て
U

る
。
そ
の
衛
沖
体
僧
時
ハ
婚

や
量
出
綬
ハ
涯
の
始
時
京
輸
と
伝
え
み
終
て
い
る
ハ
略
事
の
額
は
み

文
庫
め
二
稽
じ
安
置
さ
此
て
あ
る
の
で
、
殺
で
占
丈
一
静
堂
下
さ

い
。
綜
d
M

守
ぽ
者
砕
め
守
考
で
あ
る
祖
安
持
は
建
治
元
年
ハ
四

三
七
太
年
〉
じ
指
託
の
た
め
に
こ
h
w
e
λ

倭
択
の
削
別
荘
仁
霞
悪
し
が
い

が
問
時
に
此
M

R

C

掠
誌
の
ズ
庫
を
建
て
一
，
今
立
・
ポ
く
蓄
え
て
い

た
多
く
の
書
籍
左
'
納
此
・
借
入
に
も
読
ま
ぜ
、

'官
介
で
も
鵠
ん

で
楽
し
人
で
い
宍
.
之
が
会
京
文
苗
俸
の
起
リ
で
あ
る
。

そ
の
文
庫
の
位
置
は
‘

・
郁
喧
の
醤
へ
低
け
山
色

dm
マ
た
品
川
で

そ
の
荷
に
あ

3
ト
ン
キ
ル
ぽ
当
持
女
嘩
へ
棋
頃
の
た
め
に
遣
ら
噌

悦
宍
も
の
で
あ
る
。
実
持
は
鎌
舎
に
居
る
詩
ニ
度
も
十
ハ
筆
仁
め

い
、
寸
七
年
か
?
勺
て
写
奮
し
た
本
左
境
リ
て
し
ま
.
つ
だ
の
で
ぜ
A'

掌
す
し
ど
奮
い
マ
め
る
の
マ
ハ
一
寸
と
そ
の
本
目
各
ぽ
忘

MW5

・K
事
代
会
、
つ
ご
と
の
な
い
よ
う
に
邸
宅
と
山
を
時
て

p

女
康
之

董
い
た
も
の
ど
恵
わ
札
る

.
3

さ
ル
に
ま
っ
て
も
破
が
和
何
に
呼

学
の
人
で
あ
リ

h

努
力
の
人
で
あ
つ
だ
が

ρ
?っ
か
が
は
札
る
e

械
が
建
泡
ニ
年
(
-
ニ
七
六
年
〉

d

。
河
ニ
三
百
ゑ
'
三
議
で
卒

去
し
た
後
そ
の
手
靖
持
、
薬
品
頃
積
‘
普
奪
事
時
と
'
宮
北
、
何
札

も
遺
志
を
つ
い
で
え
車
利
市
外
捜
在
留
つ
だ
の
で
寺
慌
の
語
感

之
共
し
何
万
か
、
り
萎
〈
の
ほ
ザ
樗
の
夕
、
、
小
薫
っ
て
本
マ
体
各
寺
の

一
部
ば
進
ド
金
沢
の
学
校
と
ま
で
呼
ザ
拡
る
様
に
・
な
っ
た
。

元
H

亡
一
等
〈
-
プ
二
吋
一
三
年
一
w

北
様
}
族
の
滅
亡
に
よ
リ
吉
東

文
庫
の
建
籾

E
朽
壊
し
て
、
そ
の
披
嘗
は
会
て
都
名
寺
で
保
管

走
れ
る
ご
と
に
な
っ

p
h
h
e

長
い
間
に
は
筏
々
設
侠

L
て
多
く
の

・珍
藷
左
品
m
d
コ
と
に
な
っ
円
が
、
そ

lH

札
で
も
翼
持
ほ
団
事
左
傭

掛
概
す
る
た
め
日
諜
い
在
慈
£
払
っ
て
、
会
京
の
棋
な
晶
一
静
な
ま

・川
地
を
謹
ん
で
・
文
革
左
建
て
戸
、
の
で
六
セ
O
年
余
の
長
年
宵
の

宵
一
-
護
屯
水
火
の
域
内
じ
認
は
ず
円
今
回
前
，
-
一
菖
巻
人
僚
の
杏
警

官
千
A
咋
還
の
古
支
-
書
が
-
符
存
さ
れ
て
.
五
一

d
r
f
e入
、
学
ょ
に
&
へ
を

る
曾
献
を
し
て
居
る
。
定
留
に
安
持
の
叫
却
で
あ
る
。

援
在
の
会
訳
文

L

揮
は
沖
奈
川
嫌
が
金
茨
女
高
冷
酷
m
z
o
寺
い
じ
伎

は
つ

F

ド
ハ
玲
一
捨
什
宝
績
を
保
管
し
て
、
そ
の
，J

一
部
き
一
般
公
懇
の

紙
質

μ
棋
へ
て
い
苓
の
で
あ
る
が
倍
加
叫
年
ド
也
ま
た
建
物
で

・あ
る

a

大
事
以
上
の
よ

-7FVJ
讃
南
が
あ
り
‘
官
終
必
義
教
‘
多
曹
、

古
文
書
マ
神
保
マ
の
ぜ
め
宝
物
を
莞
年
・
露
英
朗
、
寂
鞭
め

Fm
究

生
方
か
り
拘
箱
導
を
守
け
て
ゆ
六
日
有
意
義
で
あ
っ
た
叶
中
口
同

一
生
意
A
吋

J

I

ト
乏
ど
っ
て
い
る
常
生
も
あ
っ
J
F

・

者
、
元
血
管
沢
文
議
中
に
通
じ
て
U

た
と
云
タ
ト
γ
氷
山
阿
左
克
、

非
保
露
崎
、
義
頻
の
慧
仁
謁
て
費
、
品
に
整
っ
た
・
山
頑
の
続
脅

堂
休
日
、
n
h
w

跳
筆
ほ
か
k

，に
よ
か
っ
，
だ
、
紅
葉
し
た
水
N
b
c
帯
綜
樹
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(6) 

ど
の
調
和
の
ど
ル
九
山
、
静

か
r
句
者
、
北
相
代
グ
り
寂
ま
マ
ぶ
、
り

小
ら
車
引
い
て
‘
弁
・
後
四
時
半
駅
で
解
散
し
た

d

e
金
導
+
へ
麗
江
原
容
L
t
c

柏

て

凶

る

主
遊
J
C
ち
者

φ

。

本
朝
ヤ
〈
粋

巻

一

‘紙

本

塁

審

鎌

倉

期

一

刻

今
鳴
門
新
議
一
)
絞
筒
理
存
ヘ
来
A
H
a

肉
紙
本
、
墨
寄
裁
金
期
一
薫

吾
事
雌
略
構
成
首

骸

水

、

重

老

舗

凧
卦

期

一
地

伴
ヤ
ヘ
章
荘
、
文
献
点
、
理
幸
雄
凧
倉
期
紙
者
揖
恵
一
叩
樹

立

若

琴

和

歌

集

紙

本

、

墨

書

謙

金

期

奪

持

者

語

学
者
党
往
来
紙
脊
婦
寄
.
房
一
番
線
砦
痢
一
市
町

蘇

・五

十

，

曽

澗

執

柄

脊

剖

明

書

悪

者

娘

、

倉

期

一

ー

嫡

和

歌

採

草

街

材

陣

何

暑

墨

誉

鎌

嘉

期

〕

『
J

輯

宣

教

夜

紙

撤

者

持

者

基

場

。樹
蒼
期
兎
登
与
晶
表
た
卑
}
逗

妙
高
紙
脊
雌
剛
容

、
基

聖

誕

実

t
H見

J

e

拙

願

者

紙

脊

帰

者

元

安

J

広

島

の

奥

者

拶

つ

プ

世

期
掛
川
園
桐
女
来
紙
本
学
戒
判
革
者
鎌
倉
期
(
薗
忌
〕
一
掃

脅

か

入

列

縛

第

三

十

八

朱

英

世

言

葉

文
W
A
e
南
証
・，務
李
-
一
斑
存
主
蹄
mv
肉
紙
本
墨
者
平
吹
蔚
(
盟
主
)

J

動

世

税

指

刑

諦

粟

点

。

小

東

一

時

大

賞

品

告

不

一

務

費

簡

・

東

系

大

来

春

札

集

局

可

第

長

一

・

軍

再

検

害

一

莱

五

氏

訴

事

俊

弘

究

費

簡

荒

業

一

葉

支

苑

失

輩

焚

橋

和

水

蒸

一

4

莱

宋
腹
居
残
髄
占
磐
梯
八
十
一
与
京
菜
供
者

鎌
倉
期
砂
本

，

一
揖

。。。。。。。。。。。。0 .0 0 0  0 0 0 0 

費三

合
同
ロ
呉
穫

o-

積

;;tef 
.~ 

調
ω
ご
府
の

f
女
へ
の
魅
力
)

結
婚
井
甚
太
部

私
、
が
「

‘。
入
の
主
主
川
書
芝
、
生
山
札
て
初
め
て
努
ん
だ
の
は
、
マ

ハ
Y

丈
必
の
海
ぶ

犠

力

安
論

.で

定
時
ば

m噌
凶
リ
府
渇

甲
車
ゑ
竿

a

都

望
福
師
同
市
・
つ
広
嘗
え
が
今
一
向
払
江
田
事
銘
じ
て
、
で
あ
っ
た
e

勿
論
茨
木
、
て
あ
っ
た
が
、
よ

ノ¥剤、りドハハ
2

か
つ
ず
に
ご
と
左
者
匂
し

て
置
く
・
い
て
H

い
か
り
さ
沼
宋
.伎
先
生
《
澱

γ
内
卦
主
権
介
。
ヘ
講

一
名
寸
お
っ

r
買
し
左
読
人
た
。
、
、
成
Q
A僚
経
先
症
の
安
維
に

感
叫
し
た
・
げ
ヘ
末
湯
の

F
文
仁
縛

Jm
左
覚
へ
て
ゐ

r・
が
、
近
ぜ

貨

の

研

究

じ
'JP
く
の
持
珂
記
割
い
て
ゐ
十
だ
の
で
、
た
ず
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史
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又
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滑
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叫
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叫
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介
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古
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蜘
叫
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付
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仙
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司
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司
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思
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司
令
の
主
の
之
、
他
人
♂
・
営
ド
リ
貴
り
し
と
の
法
制
は
と

い
ふ
に
‘
そ
札
は
詰
湯
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叫
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仲
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又
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手
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え
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吋
け
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司
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設

け
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茨
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主
怯
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仁
志
ふ
，

ぞ
改
曾
'
今
、
の
之
の
と
精
化
す
る
境
相
の
方
法
ば
と
い
ふ
仁
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熱
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に
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史
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反
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司
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。
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・
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佐
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踊
叩
り
結
識
が
な
'
?
昭
如
d

H
r

一

年
叫
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。
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司
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♂
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句
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叡
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・
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史
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蒐
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濯
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什
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司
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植
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・
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司
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と
れ
ラ
こ
と
に
品
川
hv
岳
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。
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・
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・
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仇
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叫
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右
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什
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叫
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験
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近
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・
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叶
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舟
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落
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♂
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仁
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縛
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又
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摂
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。
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蒋
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植
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司
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句
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司
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憶
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知
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・
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♂
油
精
.
ハ

-
t
十
一
時
、
語
佐
一
一
峰
、
時
荷
待
{
接
寄
》
に
長
め
、
A

ザ
バ
爾
建
づ

け
て
弔
え
み
川
島
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梓
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付
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叫
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司
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司
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史
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反
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あ
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仏
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仁
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華
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を
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。
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什
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・
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落
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仏
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仁
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仏
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を
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史
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縫
レ
て
自
包
ぬ

拒
衰
を
譜
リ
ム
ザ
っ
て
持
の
遁
々
る
の
も
芯
れ
て
襲
突
に
打
・
ち
興

じ
た
-
問
ダ
は
掌
窓
生
活
力
中
の
想
出
と

S
?台
、
よ
と
で
あ
‘
?
?
s

ヲ
ラ
犬
慢
り
左
事
く
よ
・
7
.
L
苦
は
れ
-
v

ち
到
脅
。
け
し
た
も
の

の
バ
以
ょ
の
よ
う
な
都
支
と
な
っ
て
し
ま
円
、
砦
綿
の
‘
お
叱
り

を
脅
け

&
Jリ
此
ぼ
と
W
H
U
ピ
フ
ピ
ゲ
し
な
が
ら
靖
幸
レ
f
f
す
。

(

5

六、
F
F

で
五
百

T
‘
A
詑
〉

-新

制

〈

接

寄

生

)

'
A

硯
じ
は
弱
味
凶
か
仔
ぬ
る
，
?
り
け
孝
が
易
る
と
そ
コ
か
ら
逃

避
し
ヤ
や
う
ど
働
く
ガ
は
、
と
め
戸
つ
の
あ
ら
ね
れ
で
は
与
が
う

h
J

か
、
阿
佐
世
間
の
仕
事
が
務
〆フ
て
寸
ホ
ッ
ト
し
す
る
ど
由
時
会
。

三
年

会
、
ご
札
止
ワ
又
告
人
勿
A

リ
材
幸
が
品
開
ぎ
る
の
が
な
あ
，

4
4
球
場

.
縛
筑
を
此
た
り
む
の
だ
と
、
昨
年
一
ヶ
竿
ピ
云
う
媛
刊
百
に
払

山
内
押
田
忠

d

つ
え
か
ね
成
、
・

2
匂
付
.
じ
が
も
こ
の
様
な
事
品

J

・枕
・

孝
が
忙
し
く
な
此
ぜ
な
る
程
、
靖
神
肉
体
護
労
の
等
比
領
敬
鈎
，

ド
戚
じ
ら

μ
て
末
る
環
掠
で
あ
る
・
そ
の
様

S
蝶
私
ぽ
霞
，
、
名

主
反
省
し
て
み
た
.

1

叫
ん
怠
訣
で
は
'
無
か
っ
た
は
ず
だ
・

d

自
身

が
訴
さ
で
そ

J

し
て
、
ど
ん
芯
菩
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械
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熟
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